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「振り込め詐欺」にだまされないぞ

FLASH  NEWS（まちの話題）

シリーズ「笑顔の輪」

主な内容

  ･･･24
   ･･･10―11

　「日本の棚田 100 選」にも選ばれた美しい棚田の風景が広が
る乙大木谷集落で、９月 22 日、棚田オーナーの稲刈りが行わ
れました。農業の担い手不足解消と地域の活性化を目指す取り
組みは、今年で 12 回目。６月に植えた稲は、天候にも恵まれ
て例年以上においしいお米に育ちました。この日、京阪神など
から参加したオーナーの皆さんは、地域住民と一緒に手狩りな
どで稲を狩り、実りの秋を満喫していました。
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「振り込め詐欺」にだまされないぞ

高齢者を狙った振り込め詐欺が急増

振り込め詐欺 に
だまされないぞ

『おれだよ、おれ』。子どもや孫になりすまして電話
をかけ、指定口座に現金を振り込ませる「オレオレ
詐欺」など、いわゆる『振り込め詐欺』が町内でも
急増しています。今月号では、『振り込め詐欺』に
よる被害を防ぐ方法を考えてみましょう。

　

詐欺を知る
被害を防ぐためには、まず「振り込め詐欺」
を知ることです。ここでは、医療費還付金
を装った振り込め詐欺被害の事例をご紹介
します。

　

電
話
一
本
で
言
葉
巧
み
に
金
銭

を
だ
ま
し
と
る
『
振
り
込
め
詐

欺
』。「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
や
「
還

付
金
詐
欺
」「
架
空
請
求
詐
欺
」

な
ど
様
々
な
手
口
で
金
銭
を
振
り

込
ま
せ
る
犯
罪
で
す
。

　

平
成
16
年
ご
ろ
か
ら
被
害
が
目

立
ち
初
め
、
平
成
20
年
に
は
全
国

で
年
間
被
害
額
が
２
７
０
億
円
を

超
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
警
察
な

ど
の
取
り
締
ま
り
に
よ
っ
て
被
害

が
減
少
し
ま
し
た
が
、
近
年
、
被

害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

佐
用
町
で
も
、
７
月
に
医
療
費

の
還
付
金
を
装
っ
た
詐
欺
が
計
４

件
発
生
（
未
遂
含
む
・
町
消
費
生

活
相
談
セ
ン
タ
ー
把
握
分
）。
同

セ
ン
タ
ー
や
佐
用
警
察
署
に
は
、

高
齢
者
を
中
心
に
相
談
や
問
い
合

わ
せ
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

９
月
の
あ
る
日
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
Ａ
さ
ん
宅
に
一
本

の
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。

電
話
は
、
役
場
の
医
療
係
と
名

乗
る
男
か
ら
で
し
た
。

　
「
以
前
、
医
療
費
還
付
の
資
料

を
送
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
手
続

き
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
半
年
分

の
医
療
費
の
還
付
金
が
発
生
し

て
い
る
の
で
、
ス
ー
パ
ー
ス
ト

ア
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
払

機
）
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

今
日
中
で
す
」
と
告
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

還
付
金
に
何
の
疑
い
も
持
っ

て
い
な
か
っ
た
Ａ
さ
ん
。
今
日

中
に
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば

と
思
い
、
す
ぐ
に
ス
ー
パ
ー
に

向
か
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
前

に
着
く
と
、
男
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
電

話
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
社
会

保
険
庁
の
担
当
と
名
乗
る
別
の

男
が
出
ま
し
た
。

　
「
私
が
言
う
と
お
り
に
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
ず
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
通

帳
を
挿
入
し
て
く
だ
さ
い
。
で

は
、
こ
れ
か
ら
振
り
込
み
を
行

い
ま
す
の
で
【
お
振
り
込
み
】

ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

今
か
ら
い
う
お
客
様
番
号
を
入

力
し
て
く
だ
さ
い
・
・
・
」。
Ａ

さ
ん
は
男
の
言
う
と
お
り
に
操

作
を
行
い
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
処
理
が
終
わ
る
と
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
●
●
銀
行
△
△
支

店
の「
サ
ヨ
ウ
タ
ロ
ウ
」宛
て
で
、

77
万
６
，
８
３
４
円
の
振
り
込

み
通
知
書
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
初
め
て
不
審
に
思
っ

た
Ａ
さ
ん
。
自
宅
に
帰
っ
て
役

場
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、
振
り

込
め
詐
欺
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

（
※
本
事
例
は
、
全
国
で
発
生
し

た
事
例
に
基
づ
い
た
も
の
で
、

町
消
費
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
が

監
修
し
て
い
ま
す
）

　
　

◉医療費還付金を装った「振り込め詐欺」の事例

被
害
が
再
び
増
加
傾
向

９月 13 日、町高年クラブと町消費生活センター、佐用警察署が、町内の金融機関を訪れた人たちに振り込め
詐欺の被害防止を訴える啓発活動を行いました。

　
　
　【
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア

　
　
　
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自

　
　
　
動
預
払
機
）】

　
　
　
▼
最
近
は
、
銀
行
や

郵
便
局
な
ど
金
融
機
関
で
は

な
く
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
店
員

の
目
が
届
き
に
く
い
場
所
で

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
る
ケ
ー

ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
役
場
な
ど
が
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
を
使
っ
て
税
金
や
医
療
費

の
還
付
を
行
う
こ
と
は
絶
対

に
あ
り
ま
せ
ん
。

【
今
日
中
で
す
】

▼
犯
人
は
相
手
を
あ
わ
て
さ

せ
、
正
常
な
判
断
を
さ
せ
な

い
言
い
方
で
迫
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
冷
静
に
な
っ
て

警
察
な
ど
に
相
談
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

被害を防ぐ
ポイント

（※２～５㌻までの「振り込め詐欺」関連の記事は、
通常よりも大きい文字サイズで掲載しています）
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振
り
込
め
詐
欺
被
害
を
未
然

に
防
い
だ
と
し
て
、
８
月
14
日

に
佐
用
警
察
署
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
上
月
郵
便
局
の
川
西

佳
津
代
さ
ん
（
奥
金
近
）
と
祖

開
章
江
さ
ん
（
下
上
月
）
に
、

当
時
の
様
子
を
伺
い
ま
し
た
。

　　
「
ま
さ
か
こ
ん
な
身
近
に
起
き

る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
川
西
さ
ん
は
当
時
を
振
り
返

り
ま
す
。
７
月
９
日
午
後
２
時

ご
ろ
。
同
郵
便
局
の
カ
ウ
ン
タ
ー

で
窓
口
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た

祖
開
さ
ん
は
、
店
内
に
い
た
70

歳
代
の
女
性
が
携
帯
電
話
で
話

し
な
が
ら
現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ

Ｔ
Ｍ
）
を
操
作
し
て
い
る
の
に

気
づ
き
ま
し
た
。

　

祖
開
さ
ん
は
「
振
り
込
め
詐

欺
で
は
な
い
か
」
と
疑
い
、
す

ぐ
に
川
西
さ
ん
に
相
談
。
川
西

さ
ん
が
女
性
か
ら
事
情
を
聞
く

と
、
社
会
保
険
事
務
所
の
職
員

を
名
乗
る
男
に
電
話
で
指
示
さ

れ
な
が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て

い
る
こ
と
が
判
明
。
医
療
費
の

払
い
戻
し
を
か
た
っ
た
詐
欺
と

わ
か
り
、
佐
用
署
に
通
報
し
て

被
害
を
防
ぎ
ま
し
た
。

　

二
人
は
「
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
安
堵

の
表
情
。
し
か
し
、
祖
開
さ
ん

は
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
カ
ウ
ン
タ
ー
か

ら
見
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で

偶
然
発
見
で
き
た
が
、
職
員
だ

け
で
は
被
害
を
防
ぐ
こ
と
は
難

し
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

二
人
は
「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
不
審
な

行
動
を
見
か
け
た
ら
、
す
ぐ
に

職
員
に
声
を
か
け
て
ほ
し
い
」

と
話
し
、「
だ
ま
さ
れ
た
か
た
は

相
手
を
信
じ
き
っ
て
い
る
の
で
、

説
得
し
て
も
理
解
し
て
も
ら
え

な
か
っ
た
。
特
に
、
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
被
害
に

あ
わ
な
い
た
め
に
は
、
日
ご
ろ

の
情
報
交
換
が
大
切
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。　

「振り込め詐欺」にだまされないぞ

　

８
月
30
日
、
佐
用
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
町
消
費
生
活
相
談

セ
ン
タ
ー
の
内
山
導
男
相
談
員

が
、
下
三
河
・
中
三
河
高
年
ク

ラ
ブ
の
会
員
約
30
人
に
振
り
込

め
詐
欺
被
害
防
止
の
講
習
を
行

い
ま
し
た
。

　　
「
県
内
で
は
社
債
や
未
公
開
株

な
ど
金
融
商
品
取
引
を
め
ぐ
る

振
り
込
め
詐
欺
被
害
が
急
増
。

今
年
に
入
り
被
害
総
額
が
約

11
億
円
以
上
と
昨
年
の
約
２
倍
。

佐
用
町
で
も
被
害
が
増
加
し
て

い
る
」
と
内
山
相
談
員
は
被
害

が
身
近
で
起
き
て
い
る
こ
と
を

訴
え
ま
す
。
７
月
に
町
内
で
発

生
し
た
医
療
費
還
付
金
の
被
害

は
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
も
の
。

参
加
者
は
、
時
折
う
な
ず
き
な

が
ら
真
剣
に
耳
を
傾
け
ま
す
。

　
「
自
分
は
だ
ま
さ
れ
な
い
と

思
っ
て
い
て
も
、
相
手
は
プ
ロ
。

そ
の
手
口
は
と
て
も
巧
妙
で
す
」

と
内
山
相
談
員
は
話
し
ま
す
。

　

息
子
や
孫
を
装
い
、
借
金
返

済
の
た
め
に
金
銭
を
要
求
す
る

手
口
は
、
時
に
は
複
数
で
役
割

を
分
担
し
て
金
銭
を
だ
ま
し
取

ろ
う
と
し
ま
す
。
電
話
口
で
は

不
安
に
お
と
し
い
れ
る
よ
う
な

話
が
展
開
さ
れ
、
結
果
、
自
分

が
冷
静
に
考
え
る
余
裕
を
な
く

し
て
し
ま
う
と
い
い
ま
す
。

　

内
山
相
談
員
は
「
子
ど
も
な

ど
か
ら
『
携
帯
電
話
が
変
わ
っ

た
』
と
い
う
電
話
は
一
度
疑
っ

て
ほ
し
い
。
い
っ
た
ん
金
銭
を

振
り
込
ん
で
し
ま
う
と
回
収
は

難
し
い
。
も
し
、
不
審
な
電
話

が
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
冷
静
に
な
っ

て
確
認
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

必
ず
同
セ
ン
タ
ー
や
警
察
に
相

談
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
会
長
の
大
﨑
等
さ

ん
（
下
三
河
）
は
「
話
を
聴
き
、

改
め
て
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
と

感
じ
た
。
今
日
学
ん
だ
こ
と
を

周
り
の
人
に
も
伝
え
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

詐欺を
学ぶ
町消費生活相談センターと佐用
警察署では、詐欺を学んで被害
を防ごうと、自治会や高年クラ
ブなどを対象に講習会を開催し
ています。

みんなで
被害を防ぐ
ひとりで被害を防げなかったら、
みんなで防ぐ。７月に振り込め詐
欺の被害を未然に防いだ上月郵便
局の川西佳津代さんと祖開章江さ
んに話を聞きました。

冷
静
に
な
っ
て
確
認
し
、
必
ず
相
談
を

振
り
込
む
と
回
収
は
難
し
い

高齢者を狙う
消費者トラブル

振り込め詐欺
だけじゃない

振り込め詐欺以外に
高齢者を狙う消費者
トラブルを、一部ご
紹介します。

　不運や先祖のたたりなどの
話をして脅かした上で、商品
を売りつける方法です。佐用
町では表札や印かんを購入さ
せる事例が発生しています。
　取引の種類によっては、クー
リング・オフで契約無効や取
り消しができる場合がありま
す。

熱心に講習を受ける参加者笑顔で窓口業務を行う川西さん（左）と祖開さん（右）

　

佐用警察署　   ☎８２－０１１０

不
審
な
行
動
を
見
た
ら
す
ぐ
に
連
絡
を

日
ご
ろ
の
情
報
交
換
が
大
切

　注文していない商品が勝手
に送られてきて、代金を請求
される方法です。不明な商品
が届いたら、返品するか、手
つかずのままにしておきま
しょう。
　14 日たてば処分して問題
ありません。代金引換は受け
取りを拒否してください。

ひとりで悩まずに
すぐにご相談ください

町消費生活相談センター
（商工観光課内）

☎８２－０６７０

　町消費生活相談センターと佐用
警察署では、振り込め詐欺をはじ
め、消費者トラブルに関する相談
を行っています。「あれ、おかし
いな」「こんなときどうしたらい
い」と思われたら、すぐにご相談
ください。

◉送りつけ商法 ◉開運商法
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①
西
﨑
優
喜
美
さ
ん
（
淀
）

　

      　
　
　
　

   

１
０
６
歳

②
鎌
本
み
よ
さ
ん
（
鎌
倉
）

　
　
　
　
　
　
　

  

１
０
４
歳

③
山
本
タ
マ
さ
ん
（
船
越
）

　
　
　
　
　
　

  　

１
０
４
歳

最
高
齢
夫
婦
（
上
位
３
組
）

①
清
水
杢
二
さ
ん　

     

98
歳

           

ア
キ
子
さ
ん     

91
歳

　
　
　
　
　
　

    （
乃
井
野
）

②
入
江
良
一
さ
ん         

96
歳

　
　

   

ヒ
サ
ヱ
さ
ん　

  

92
歳

　
　
　
　
　
　

     （
中
島
）

③
山
本
照
明
さ
ん　
　

  

95
歳

　
　
　

文
代
さ
ん　
　

  

92
歳

　
　
　
　
　

  　

  （
上
上
月
）

最
高
齢
者（
上
位
３
人
）

町
内
の
最
高
齢
者
と
最
高
齢

夫
婦
（
９
月
24
日
現
在
）

　

同
合
唱
団
は
、
平
成
22
年

11
月
に
結
成
。
昨
年
８
月
か

ら
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

き
っ
か
け
に
生
ま
れ
た
鎮
魂

歌
「
レ
ク
イ
エ
ム
―
あ
の
日

を
、あ
な
た
を
忘
れ
な
い
―
」

で
被
災
地
を
つ
な
ぐ
「
レ
ク

イ
レ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
８
月
に
さ
よ
う
文
化

情
報
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン

サ
ー
ト
に
参
加
。
当
初
は
１

回
限
り
の
予
定
で
し
た
が
、

そ
れ
以
降
も
月
に
２
回
、
練

習
を
継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
町
の
助
成
を
受
け

ず
に
、
同
合
唱
団
が
主
催
し

て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し

た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
唱
歌

や
鎮
魂
歌
な
ど
全
24
曲
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員

会
代
表
の
作
曲
家
上
田
益

す
す
む

さ
ん
（
東
京
都
）
が
水
害
か

ら
復
興
に
向
か
う
佐
用
町
を

イ
メ
ー
ジ
し
作
詞
・
作
曲
し

た
歌
「
大
切
な
ふ
る
さ
と
」

を
、
同
合
唱
団
と
神
戸
い
の

り
の
と
き
合
唱
団
、
佐
用
マ

リ
ア
幼
稚
園
の
園
児
や
先
生

合
わ
せ
て
74
人
が
合
唱
。
約

２
０
０
人
が
埋
め
尽
く
し
た

満
員
の
会
場
に
は
、
思
い
を

込
め
た
歌
声
が
響
き
渡
り
、

客
席
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

佐
用
町
か
ら
生
ま
れ
た
こ

の
歌
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
通
じ

て
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災

地
を
は
じ
め
、
沖
縄
や
長
崎

な
ど
全
国
各
地
で
歌
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

同
合
唱
団
代
表
の
孝
本
鈴

子
さ
ん
（
上
長
尾
）「
こ
れ

か
ら
も
、
こ
の
大
切
な
歌
を

し
っ
か
り
と
歌
い
つ
な
い
で

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
庵
逧
典
章
町

長
が
「
皆
さ
ん
の
元
気
な
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
う

れ
し
く
思
い
ま
す
。
今
の
佐

用
町
が
あ
る
の
は
、
皆
様
が

英
知
を
結
集
し
、
懸
命
に
汗

を
流
し
て
こ
ら
れ
た
お
か
げ

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦

に
対
し
て
心
か
ら
感
謝
を
申

し
あ
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
式
典
終
了
後
、
出
席
者

の
皆
さ
ん
は
演
劇
や
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
を
観
覧

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
は
昼
食

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

会
場
に
は
久
し
ぶ
り
に
友
人

や
知
人
と
出
会
う
光
景
も
見

ら
れ
、
に
ぎ
や
か
な
歓
声
と

皆
さ
ん
の
笑
顔
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月
24
日
現
在
、

町
内
の
最
高
齢
者
と
最
高
齢

夫
婦
上
位
３
人
（
組
）
の
か

た
は
、下
記
の
と
お
り
で
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
後
日
庵
逧
町

長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

歌
で
被
災
地
を
つ
な
ぐ

佐
用
町
か
ら
生
ま
れ
た
歌
が

全
国
に
歌
い
つ
な
が
れ
る

自然災害などの犠牲者を追悼する「レクイレムプロジェクト」に参加する「佐
用いのりのとき合唱団」が、９月８日、スピカホールでコンサートを開き、思
いを込めた歌声で集まった約 200 人を魅了しました。

思いを込めた歌声が
満員の会場に響き渡る

今月の注目

Monthly
　Pick up

１ご長寿おめでとうございます
いつまでもお元気で
２年に一度開催する町敬老会が、９月 15 日、16 日にさよう文化情報センター
で行われました。町内から２日間で約１，６４２人が元気に参加し、お互いの長
寿を喜びあいました。

今月の注目

Monthly
　Pick up

２

「大切なふるさと」を歌う佐用いのりのとき合唱団と神戸いのりのとき合唱団、佐用マリア幼稚園の皆さん参加者を楽しませた大衆演劇。そのほか、バラエティーショーや歌謡・舞台ショーなどで楽しみました

佐用いのりのとき合唱団がレクイレムコンサート２年ぶりに町敬老会を開催
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種　目 参加対象

ウォーキング（9.8㌔・2.8㌔）   制限無し（小学生以下は
  成人が 一緒に参加）

ジョギング（1.5㌔・1.0㌔）   制限無し（小学生以下は
  成人が一緒に参加）

ハーフマラソン

・

５㌔

  高校生～ 29 歳（男）
  30 ～ 39 歳（男）
  40 ～ 49 歳（男）
  50 歳以上（男）
  高校生～ 39 歳（女）
  40 歳以上（女）

３㌔   中学生（男）（女）
小学１年生 1.0㌔  （男）（女）
小学２年生 1.0㌔  （男）（女）
小学３年生 1.0㌔  （男）（女）
小学４年生 1.5㌔  （男）（女）
小学５年生 1.5㌔  （男）（女）
小学６年生 1.5㌔  （男）（女）

■参加料
【 ウォーキング、ジョギングの部】
　一般 1,000 円、高校生以下 500 円（町内在住
者は一般 500 円、町内在住・在学の高校生以下
は 200 円）

【 ハーフマラソン、５㌔、３㌔、小学生の部】
　一般 3,000 円、高校生以下 1,000 円（町内在
住者は一般 1,000 円、町内在住・在学の高校生
以下は 200 円）

12 三日月中学校
グラウンド

 さようマラソン
＆ ウォーク

第６回

 日16

  問生涯学習課　☎８２－３３３６（月曜休館）

【中学生男子の部】

【中学生女子の部】

種目
1 位

記録 氏　名 （所属）

４年１００ｍ 15''9 西川克典 （三日月小）

５年１００ｍ 15''3 渡瀬瑛司 （徳久小）

６年１００ｍ 13''4（◎） 小嶋淳平 （三日月小）

４年８００ｍ 2'56''1 城内捺希 （佐用小）

５年８００ｍ 2'52''4 間嶋隆善 （上月小）

６年８００ｍ 2'42''8 石黒由矩 （佐用小）

４・５年共通 

４× 100 ｍＲ

64''1 溝端聖太 渡瀬瑛司

徳久小 A 鎌内亮介 豊岡李矩
４・５・6 年

共通 

４× 100 ｍＲ

58''6（◎） 小笹太誠 坂上梨矩

三日月小 A 原田啓佑 小嶋淳平

４年走幅跳 2m62 上村篤輝 （佐用小）

５年走幅跳 3m3 萩原健文 （利神小）

６年走幅跳 3m60 谷口恵悟 （幕山小）
４年ソフト

ボール投
36m58 岡　彪我 （佐用小）

５年ソフト

ボール投
43m91 溝端海人 （徳久小）

６年ソフト

ボール投
68m70（◎） 小嶋淳平 （三日月小）

種目
1 位

記録 氏　名 （所属）

４年１００ｍ 16''6 新田千佳 （三日月小）

５年１００ｍ 16''3 高見望愛 （佐用小）

６年１００ｍ 15''1 春名好々奈 （佐用小）

４年８００ｍ 3'17''5 稲田彩楓 （三日月小）

５年８００ｍ 3'1''7 井上芽依 （利神小）

６年８００ｍ 3'0''1 阿曽沙耶 （三河小）

４・５年共通 

４× 100 ｍＲ

68''7 橋本佳歩 服部紗良

佐用小 A 高見望愛 竹田有香
４・５・６年

共通

４× 100 ｍＲ

62''5（◎） 植田真央 春名好々奈

佐用小 A 白井　結 横山美紗

４年走幅跳 2m73 岡野　心 （江川小）

５年走幅跳 2m89 道上真衣 （江川小）

６年走幅跳 3m45 竹田藤子 （久崎小）
４年ソフト

ボール投
36m0 大石　楓 （幕山小）

５年ソフト

ボール投
30m67 内堀未夢 （徳久小）

６年ソフト

ボール投
38m70 西口茉奈美（三日月小）

種目
1 位

記録 氏　名 （所属）

１００ｍ 12"4 長谷川　永 （佐用中）

1500 ｍ 4'34"9 高見　翔 （上月中）

４× 100 ｍＲ
53"4 大西寛人   村田悠樹

上月中Ａ 高見　翔   永井博章

走幅跳 4m12 永井博章 （上月中）

砲丸投 8m48 長谷川　永 （佐用中）

種目
1 位

記録 氏　名 （所属）

１００ｍ 14"6 松浦美羽 （上津中）

８００ｍ 2'41"2 高見香澄 （上月中）

４× 100 ｍＲ
60"2 大坪　舞   段城衣舞

上津中Ａ     松浦美羽   山根早絵

走幅跳 3m60 金谷慧海 （三日月中）

砲丸投 5m61 岡本杏香 （上月中）

【小学生女子の部】 【小学生男子の部】

色つき（◎）は、大会新記録

９月８日、佐用高校グラウンドで第 27 回郡陸上競技大会が開
催されました。参加した 378 人の子どもたちは、日ごろの練習
の成果を存分に発揮。目標に向かって全力をつくしていました。
なお、各種目の第１位は次のとおりです。

目標に向かって
全力をつくす

1

2

3

4

1あともう少し、がんばれ、がんばれ（小学６年女子 100㍍）2高く、遠くへジャンプ（小
学６年男子走り幅跳び）3力いっぱい腕を振って（小４男子ソフトボール投げ）4
選手に大きな声援を送る中安小学校応援席

今月の注目

Monthly
　Pick up

３

　

９
月
２
日
、
南
光
ス
ポ
ー
ツ

公
園
で
「
集
落
等
親
善
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

旧
南
光
町
の
時
代
か
ら
約
30

年
間
続
く
恒
例
の
行
事
。
２
年

前
か
ら
出
場
チ
ー
ム
の
対
象
を

全
町
に
広
げ
て
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
町
内
か
ら
22
チ
ー

ム
約
５
０
０
人
が
参
加
し
、
４

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
熱
戦
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優　

勝　

船
越
奥
の
院

　

準
優
勝　

那
手
し
こ

■
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優　

勝　

上
石
井　
　

　

準
優
勝　

河
崎

■
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優　

勝　

西
徳
久
ひ
ま
わ
り

　

準
優
勝　

安
川

■
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

　

優　

勝　

上
津
ブ
ロ
ン
ズ

　

準
優
勝　

上
三
河
キ
ラ
ー
ズ

（敬称略）

スポーツ
　　ひろば

がんばった人たちに

珍プレー・好プレーに大きな歓声があがっていました 町集落等親善ソフトボール大会

郡陸上競技大会で子どもたちが躍動
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明るく楽しい話題がありましたら広報室までご連絡ください。
総務課広報室　☎８２－２５４９ FLASH  NEWS 　まちの話題

　8 月 22 日、徳久小学校で地域住民など約
120 人が参加し防災訓練が行われました。
　同校の登校日にあわせて、毎年行われて
いるもの。千種川の水位上昇に伴って避難
勧告が発令されたとの想定で地域住民の皆
さんが同校へ避難。同校では土のうづくり
訓練や消火訓練のほか、地震を想定し、家
屋を見立てたテントに閉じ込められた人を
救出する訓練などが行われました。
　徳久地域づくり協議会会長の 木義臣さ
ん（西徳久）は「訓練を通じて、まずは自
分の命は自分が守るという意識を高めよう」
と参加者に呼びかけていました。

自分の命は自分で守ろう
徳久地域で防災訓練

素材を生かした料理で交流

　豊福集落と、食を通じ健康をテーマに様々
な活動を行う NPO 法人「NSC2000」（西宮市）
との都市交流が、８月 26、27 日に同集落
などで行われました。
　両団体は小規模集落を応援する県の事業
を通じて３年前から交流を開始。今回は「食
育」をテーマにとうもろこしの収穫体験や
講演会を行ったほか、栄養士を目指す学生
たちが地元の米や野菜を使った料理を作り、
集まった地域住民約 30 人に振る舞いました。
　参加した一井晶恵さん（姫路市）は「佐
用の食材はどれも素材が良い。それを生か
して調理しました」と笑顔を見せていました。

普段の声かけを心がけよう

家屋に見立てたテントから救出する訓練 野菜のてんぷらなど 10 種類以上の料理が並びました

豊福集落で都市交流

　長年、道路美化に対する活動を行ったと
して、このほど、新宿高年クラブに西播磨
県民局長感謝状が贈られました。
　同クラブでは、７年前から国道 179 号沿
いの公園３か所で月に１度草刈りなどの作
業を行っています。以前は公園を彩ろうと、
葉ぼたんなど花苗を植えていましたが、シ
カの被害にあうため、現在は草刈りやごみ
拾いなどの管理を中心に活動しています。
　同クラブ会長の塚崎睦人さん（新宿）は「地
道な活動が評価されてうれしい。作業は会
員同士の情報交換にもつながる。これから
も継続したい」と意気込みを語りました。

　佐用小学校６年の寺本賢斗くん（上長尾）
が８月 28 日、東京都で行われた第 35 回全
国 JOC ジュニアオリンピック夏季水泳競技
大会の 50㍍平泳ぎに出場しました。
　昨年に続き２回目の出場。この大会はオリ
ンピック選手の登竜門とされ、全国から強豪
選手が集まりました。結果は入賞には届きま
せんでしたが、34 秒 99 と自己ベストを更
新。コーチの水谷亮介さんも「課題のスター
トが良くなった」と目を細めました。
　寺本くんは「緊張せずに力を出せることが
できた。春の全国大会に向け、もっと上を目
指していきたい」と抱負を語りました。　

地道な活動が評価される

　町青少年育成センターでは、このほど、
青少年の見守りを推進するため、防犯パト
ロール用物品を作製しました。
　作製したものは蛍光色のベストやジャン
パーなど４種類 16 点。子どもたちに気軽に
接してもらえるようにと、町観光協会キャ
ラクター「おさよん」をあしらいました。
ベストなどは、同センター職員が登下校時
のパトロールなどの際に着用し、見守り活
動の強化につなげます。
　同センターの平形秋友所長代理は「普段
の声かけが防犯につながる。目立つので、
見かけたら声をかけて」と話していました。

新宿高年クラブに県民局長感謝状 町青少年育成センターが防犯パト用物品を作製

　土井集落などが企業と連携して地域活性
化を図る「ハニースマイルプロジェクト」。
その２回目となる取り組みが、９月１日、
同集落などで行われました。
　連携する富士通コワーコ株式会社の社員
と家族約 30 人が参加。前回開設した専用
ファームに、地域住民の皆さんと手まきで
そばを播種した後、味わいの里三日月でそ
ば打ちを体験。その後、自分で打ったそば
をかみ締めるように味わっていました。
　参加した今村美和さん（大阪市）は「そ
ば打ちは初めて。味だけでなく香りの良さ
がたまりませんね」と話していました。

土井集落などが企業と連携して地域活性化

そばの味と香りを楽しむ
佐用小６年の寺本賢斗くんが全国大会に出場

そば打ちを楽しむ参加者

公園前で感謝状を手にする同クラブ役員

力を出し切り自己ベスト

次の大会に向け練習に励む寺本くん（写真上：練習の様子）

ベストを着て佐用駅前で声かけをする同センター職員
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第32回

佐用郡美術展 作品募集

■部門　日本画･洋画･書･写真･工芸
■規格
・日本画：10号～50号までとし、仮枠（作品
　　　　　から10㌢以上は不可）とする。
                   ただし、俳画は除く。
・洋　画：10号～50号までとし、仮枠（作品
　　　　　から10㌢以上は不可）とする。　
・　書　：額装・枠張りは長形245㌢×85㌢、
　　　　　方形152㌢×152㌢以内とする。
　　　　　帖、軸装、屏風は可。釈文を添付。
・写　真：カラー・白黒とも全紙～大全紙の
　　　　　単写真でパネル張り、または額装の
　　　　　こと。　
・工　芸：縦横高さともに180㌢、重量30㌔以
　　　　　内のこと。天然の造形によるもの及
　　　　　び手芸を除く。電源の使用はできま
　　　　　せん。
■応募資格　15歳以上（中学生は不可）
■その他
　出品料は無料。
　応募期日や出品数など、くわしくは次へお問
い合わせください。

　会期　11月15日木～18日日
　場所　佐用勤労者体育センター

11月４日㊐

■大収穫祭・智頭線駅祭り
　【佐用商店街にて　午前 10 時～午後２時】
　鳥取県で開催中のイベント「まんが王国」
の PR キャラバン隊「バードプリンセス」やア
ンパンマンショー、ゆるキャラ商店街練り歩
き、エイサー・よさこいの演舞、名物駅弁の
即売会など内容が盛りだくさん。また地元特
産品や農産物、人気グルメなどの販売テント
も大集合します。
■イチョウまつり
　【イチョウ公園　午前 9 時 30 分～】

※内容・時刻などについて、変更になる場合
　がありますがご了承ください。また、後日
　新聞折込にてチラシを配布する予定ですの
　で、そちらもご覧ください。

  問町観光協会（商工観光課内）☎８２－０６７０

町小中学校

児童・生徒美術展覧会

10月30日㊋・31日㊌
午前９時～午後５時

日  時

佐用勤労者体育センター場  所

　町内の子どもたちの絵や立体作品、習
字などの力作がズラリ。ご家族そろって
ぜひ、ご来場ください。

問幕山小学校　☎８７－０００２
問三河小学校　☎７７－０００４

大収穫祭・
智頭線駅祭り

  問生涯学習課　☎８２－３３３６（月曜休館）

上月城まつり
■開会　午前10時～
■場所　上月歴史資料館前広場
■内容　上月太鼓・サムルノリ（韓国太鼓）・
バルーンアートショー・けん玉演技・獅子舞・
大抽選会・模擬店

幕山ふれあいまつり
■開会　正午～
■場所　幕山地区センター
■内容　集落ごとの趣向をこらした模擬店・
上月太鼓・獅子舞・子どもたちのダンス・バ
ンド演奏 ( 佐用ウインドアンサンブル）・ビ
ンゴゲームなど

問上月支所地域振興室　☎８６－１２１０

10 月 21 日㊐

10 月 14 日㊐

佐用会場
■開催場所　さよう文化情報
　センター、 役場第２庁舎
■内容（予定）
    30 日㊋～ 11 月３日㊏
　　・作品展示　午前９時～午後５時
     １日㊍
　     ・短歌大会　午後１時 30 分～午後４時
　　 ・俳句大会　午後１時～午後４時
     ３日㊏
　　 ・芸能発表　午前 11 時～午後３時 30 分
　　 ・お茶席　　午前 10 時～午後１時 30 分
問生涯学習課　☎８２－３３３６（月曜休館）

三日月会場
■開催場所　三日月文化センター
■内容（予定）
　３日㊏ 
　　・オープニング　午前 11 時～
　　　三日月保育園年長児演技
　　・作品展示　    　午前 11 時～午後５時
　４日㊐ 
　　・作品展示　午前９時～午後４時
　　・芸能発表　午前 10 時 30 分～
　　　　　　　　午後２時 30 分
　　・絵手紙教室、陶芸絵付教室、お茶席、
　         模擬店など
問三日月支所地域振興室　☎７９－２９８２

上月会場
■開催場所　上月文化会館
■内容（予定）
　１日㊍～３日㊏　
　　・作品展示　午前９時～午後５時
　　　　　　　　※３日は午後４時まで
　３日㊏　　
　　・芸能発表    　午前 10 時～午後１時ごろ
　　・各種バザー　午前 10 時～終了まで
　　・なわとびイベント他
問上月支所地域振興室　☎８６－１２１０

南光会場
■開催場所　南光文化センター
■内容（予定）
　３日㊏
　 　・作品展示　　　午前９時～午後５時
　　 ・映画会（無料）「奇跡」
　　　①午前 10 時～　②午後２時～
　４日㊐ 
　　・作品展示　　　午前９時～午後３時
     　・芸能発表　　　午前 10 時～午後２時 30 分
     　・模擬店など　　午前 10 時～午後１時ごろ
問南光支所地域振興室　☎７８－０１２３

みんなで
広げよう
文化の輪

11
3 土
４日

11
3 土
４日
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火30
10

▲11
3土

木１
11

▲11
3土

午前９時～午後３時

智頭線・姫新線でお越しください
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シリーズ
ごみのはなし Vol.10

プラスチック製容器包装は袋に入れて出しましょう

　カップめんやトレイなどいわゆる『プラマーク』で分別するプラスチック製容器
包装。資源回収ステーションに出されたプラスチック製容器包装の多くは、そのま
ま回収箱に出されています。しかし、プラスチック製容器包装は重量が軽いものが
多く、収集の際に散らばったり、風で飛んでしまったりすることがあります。プラ
スチック製容器包装はできるだけ透明や半透明の袋などに入れて出してください。

問住民課環境衛生対策室　☎８２ー０６６０　問佐用クリーンセンター　☎８２ー０２９３

◎地域の廃品回収にもご協力ください　
　新聞、雑誌、ダンボール、布製品、アルミ缶などの資源は、子ども会やＰＴＡなどが行う
地域の廃品回収に出しても構いませんので、出しやすい方に出してください。
　

佐用町成人式のお知らせ

1月３日㊍日  時

場  所 さよう文化情報センター

　町成人式を次のとおり開催します。対象
の皆さんには、10月中に案内はがきを発
送します。出欠確認のため、12月７日㊎
までに返送ください。
　また、成人式の運営スタッフも併せて募
集しています。ご協力いただけるかたは下
記までお問い合わせください。

  問総務課総務人事室　☎８２－２５４９

受付　午後０時30分～
式典　午後１時30分～

12 月７日㊎までに出欠の回答を

平成25年

　８月 22 日、第 5 回西播磨地域消防広域化
協議会が開催され、組合議会の議員における
選挙の方法、任期、補欠選挙、議長及び副議
長についての調整項目が決定しました。
　また、議員の定数及び配分については、継
続協議となりました。
■第７回協議会はたつの市で開催
　第７回協議会は、10 月 24 日㊌午後２時
からたつの市で開催します。会議は傍聴する
ことができます。

問西播磨地域消防広域化協議会事務局
　☎０７９１－６４－３１２２
問総務課総務人事室　☎８２－２５４９

議員定数と配分は継続協議
第５回西播磨地域消防広域化協議会開催

　町と佐用警察署は、９月１日に施行した町
暴力団排除条例に基づき、公共工事など町が
行うすべての契約事務などにおいて、互いに
連携を深めるため合意書を締結しました。
　この締結によって、契約の相手方が暴力団
と関係があるかを佐用警察署に照会するなど
して、暴力団排除に向けた相互の連絡体制を
強化し、さらなる暴力団排除を推進します。

問総務課財政室    ☎８２－２５４９

暴力団の排除に関する
合意書を締結

町が行うすべての契約などに適用

合意書を手にする庵逧町長と武田規生佐用警察署長

Ⓑ

　今本誠示さん（力万）が６月末で人権擁護
委員を退任しました。このほど、在任中の功
績に対し法務大臣から感謝状が贈られました。
　今本さんは、これまで定期的な人権相談や
子どもを中心とした人権教育など様々な活動
を通じて、町民の人権意識の普及と向上に尽
力されました。
　なお、新しい委員には木村佳都男さん（宇
根）が就任しました。
問住民課戸籍・住民相談室    ☎８２－０６６０

人権擁護委員を退任

今本誠示さん（力万）に
法務大臣感謝状

感謝状を手にする今本さん（中央）

できるだけご協力ください

◎透明や半透明の袋に入れてください
　袋はポリ袋やレジ袋など同じプラス
チック製のもので、色は透明や半透明で
お願いします。
　（※黒や青色など中身が確認できない
ものは避けてください。）

　　

町議会議員　
松尾文雄氏が逝去

　町議会議員の松尾文雄
氏が９月 14 日に逝去さ
れました。
　松尾氏は平成 11 年４月に旧三日月町
議会議員に初当選。平成 16 年９月から
１年間、議長を務めました。また合併後
は厚生常任委員会委員長や議会運営委員
会委員長を歴任。13 年４か月にわたり
町議会議員としてご活躍されました。
　ここに謹んで哀悼の意を表し、ご冥福
をお祈りします。

ご冥福をお祈りします

  問議会事務局　☎８２－０６６８

松尾文雄氏

　刈り取った稲の株から生える「ひこばえ（孫
生え）」。稲刈り後、ひこばえが残っている田
が町内で見受けられます。
　ひこばえは、シカの
格好のエサとなります。
ひこばえを食べて冬を
越したシカは、翌年田
畑に戻ってくるといわ
れています。
　稲刈り後は田を耕し、
ひこばえを処理しまし
ょう。

シカの格好のエサになります

『ひこばえ』を処理しましょう

問農林振興課農林水産振興室　☎８２－０６６７

Ⓐ
Ⓐひこばえが残る田
Ⓑ耕起された田

Ⓑ

◎硬質のプラスチック製容器包装は「もえるごみ」へ
　プラスチック製でも、玩具やバケツ、洗面器など硬質のものは「もえるゴミ」で出してく
ださい。 
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「陰陽師の里」をテーマに地域活性化に取り組む
江川地域で、写真を通じて地域の魅力を再発見
するコンテストを行います。

■テーマ
　「陰陽師の里」江川の自然と文化　
　江川地域の豊かな自然や文化史跡、祭り、イベントなどの写真
■作品企画　
　・カラー、モノクロは問いません。
　・江川地域で撮影したもので、過去５年以内に撮影された作品（未発表のもの）。
　　作品に撮影年月日を記入してください。
　・四つ切、またはワイド四つ切（A ４サイズ）の単写真とします。
　・著作権など、第三者の権利を侵害する作品は応募できません。また人物写真は出品者が被写
　　体の許可を事前に得てください。
■応募資格　どなたでも応募できます。
■出品点数　１人５点まで
■募集期限　10 月 31 日㊌
■賞　最優秀賞（10,000 円）、優秀賞（5,000 円）２点、江川ふるさと賞（記念品）、江川陰陽師
　の里賞（記念品）、入選（記念品）５点　※そのほか賞状をお渡します　
■入選発表　11 月中旬
■作品受付、お問い合わせ　　企画防災課まちづくり企画室　☎８２－０６６４

第１回「陰陽師の里」
江川ふるさと写真コンテスト

地域の魅力を再発見

　

ほめて育てるための教室

■とき　11 月 6 日㊋から平成 25 年１月 31 日㊍
　　　　（６回講座・右表のとおり）
　　　　午前 10 時～正午
■ところ　さよう子育て支援センター
■内容　講義とグループワークを行います
　※託児あり。ご希望のかたは事前にお知らせく
ださい。
■対象　２歳から小学校入学前の保護者
■参加費　無料
問健康福祉課子育て支援室　☎８２－０３４１

開催日 内　　容

11/6 ㊋ サポートブックを知ろう・作ろう

11/22 ㊍ 子どもの行動を理解しよう

12/4 ㊋ かかわり方の工夫を考える

12/20 ㊍ ほめ方・しかり方を考える

1/15 ㊋ 就学・行政サービスについて

1/31 ㊍ 修了式

開催日と内容

　国の障がい者虐待防止法が 10 月に施行さ
れました。障がいのある人に対して、身体的、
心理的、経済的などの虐待を防ぐとともに、
家族など養護するかたへの支援を進めます。

■障がい者虐待とは
　身体障がい、知的障がい、精神障がいのあ
る人（※）など、日常生活や社会生活が困難
で援助が必要な人に対して、その家族、親族
や障がい者福祉施設の従事者などが身体的、
性的、心理的、経済的虐待、放棄・放任といっ
た行為を行うことです。
※障がい者手帳を持たない人も含みます。

■虐待に気づいたら役場へ通報を
　虐待に気づいたかたは、役場窓口へ通報し
てください。早めの対応が本人と家族などへ
の支援につながります。
　なお、通報者の個人情報は必ず守ります。

■虐待の相談・通報窓口
　障がい者虐待防止センター（健康福祉課社
会福祉推進室内）　 ☎８２－０６６１
　

障がい者虐待を防ごう
虐待に対する通報が義務づけられました

子育て中の皆さんへ 　「子どもに怒ってばかりいる」「子ども
のほめ方わからない」など育児に不安を
持つ子育て中の皆さん。子どもをほめる
ポイントを一緒に学んでみませんか。

改修工事に伴い 10 月 31 日で

センターひまわりの浴場
一般の利用ができなくなります

　センターひまわり（南光地域福祉センター）
の浴場は、改修工事に伴い 10 月 31 日をもっ
て、一般の利用ができなくなります。
　改修後は、デイサービス事業などの専用施
設として利用します。ご利用の皆様には迷惑
をおかけしますが、ご理解ください。
　なお、町施設では、ゆう・あい・いしい、笹ヶ
丘荘、けんこうの里三日月で一般の入浴利用
が可能です。くわしくは次へお問い合わせく
ださい。
問健康福祉課健康増進室　 ☎８７－８０２０

センターひまわりの浴場

　　

■と　き　11 月 10 日㊏　
　　　　　午後０時 30 分～午後２時 30 分
■ところ　ＪＲ姫路鉄道部車両基地
　　　　　（余部駅から徒歩 25 分）
■定　員　先着 100 人
　　　　　（応募多数の場合は抽選）
■参加料　無料
■申　込　はがきに郵便番号、住所、名前、
　年齢、性別、電話番号を明記して、10 月
　22 日㊊までに下記まで申込ください（※
　当日消印有効）。応募は１通につき４人ま
　で。必ず姫新線をご利用ください。
■申込・お問い合わせ　
　たつの市企画課　☎０７９１－６４－３１４１　

ＪＲ姫新線
車両基地見学会

運転体験してみませんか

遊歩道散策と伝統文化
「皆田和紙」体験のつどい

11月３日㊏日  時

■集合場所　上月歴史資料館
■参加費　200 円（保険料など）
　※和紙体験は無料です
　※弁当をご持参ください

　上月城跡から秋の尾根道を散策し、目高集
落をめざす約７㌔のコースです。希望者には、
皆田和紙の体験が楽しめます。

  ■申込・お問い合わせ
　 利他の花咲く村　☎８６－８７７７

　午前９時50分集合・スタート
  （解散：午後３時予定）

上月城跡の歴史と自然にふれる
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●大人向けの本 
６０歳からの「余生」全開 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　斎藤茂太／著　新講社
人間の達人本田宗一郎 　　　　　　　　
　　　　　　　　伊丹敬之／著　ＰＨＰ研究所
全国ジオパーク完全ガイド                 　マイナビ                    
聞き書野中広務回顧録　　　　　　　　　　　
　　　　御厨　貴・牧原　出／共著　岩波書店
福島飯館村の四季　　烏賀陽弘道／著　双葉社
学校で気になる子どものサイン　　　　　　　
　　　　　五十嵐哲也／編著　少年写真新聞社
竹資源の植物誌　　　　内村悦三／著　創森社
炭酸パワーで健康になる！ 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　前田真治／著　洋泉社
フェイスブックが危ない　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　守屋英一／著　文芸春秋
男も出番！介護が変わる　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　羽成幸子／著　春秋社

　水揚げ＆花のケア　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　薄木健友／著　誠文堂新光社
　誰にでも碁は打てる 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　李仁煥／著　東京創元社
▲調印の階段　植松三十里／著　ＰＨＰ研究所
　光圀伝　　　　　　冲方　丁／著　角川書店
■回廊封鎖　　　　　佐々木　譲／著　集英社
　消防女子！！　　　　佐藤青南／著　宝島社
★レアケース　　大門剛明／著　ＰＨＰ研究所
　微笑む人　　　貫井徳郎／著　実業之日本社
　幸せの条件　　誉田哲也／著　中央公論新社
　ソロモンの偽証　第１部　事件　　　　　　
　　　　　　　　　　宮部みゆき／著　新潮社
　宿神　第１・２巻　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　夢枕　獏／著　朝日新聞出版
　人生が用意するもの　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　川上未映子／著　新潮社
　晴ときどき涙雨　－高田郁のできるまで　　
　　　　　　　　　　　高田　郁／著　創美社

●子ども向けの本
工場の底力　１　職人の手わざ　かもがわ出版
暗闇城の黄金　　（少年冒険家トム　２）　　　
　　　　　イアン・ベック／作・絵　　静山社

　 
▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図書
室に、■は図書館と三日月図書室にあります。
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町
の

旬
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
記
事
は
別
途
フ
ァ
イ

ル
で
保
存
し
て
い
ま
す
。
平
成

12
年
４
月
開
館
以
降
分
の
み
の

保
存
で
す
が
、
将
来
、
こ
の
記

事
を
読
ん
で
当
時
の
暮
ら
し
や

文
化
な
ど
を
知
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
フ
ァ
イ
ル
は
郷
土
資

料
コ
ー
ナ
ー
の
棚
に
置
い
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

　

現
在
、
図
書
館
で
購
読
し
て

い
る
新
聞
は
、
全
国
紙
や
地
方

紙
、
英
字
新
聞
な
ど
全
部
で
９

紙
。
当
日
発
行
分
は
館
の
中
央

ソ
フ
ァ
ー
付
近
に
、
ま
た
前
日

ま
で
の
約
１
カ
月
分
は
郷
土
資

料
コ
ー
ナ
ー
の
引
き
出
し
に
置

い
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ
れ
以

前
の
も
の
は
保
存
年
限
を
決
め

て
書
庫
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

■
10
月
の
お
は
な
し

　
「
な
ら
梨
と
り
」

【
大
き
い
人
（
小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

■
10
月
の
お
は
な
し

　
「
妖
精
の
か
え
子
と
バ
グ
パ
イ
プ
」

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し　

　

コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

     10 月  October  神無月     11 月  November  霜月 
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
     １ ２ ３ ４ ５ ６　　　　　　　１ ２ ３　
  ７ ８ ９ 10 11 12 13  ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
　14 15 16 17 18 19 20  11 12 13 14 15 16 17
　21 22 23 24 25 26 27  18 19 20 21 22 23 24 
  28 29 30 31           25 26 27 28 29 30

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前10時～午後６時

図書館カレンダー

図
書
館
で
は
新
聞
記
事

を
保
存
し
て
い
ま
す

着 図 書 案 内
2012.8.16 ～ 2012.9.15 受け入れ分の一部

新

「消防女子！！」「福島飯館村の四季」「炭酸パワーで健康になる！」

 Library  Information 　
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な

い
で
」「
子
ど
も
の
様
子
を
見

て
」。
よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で

す
が
、
こ
の
行
為
は
子
ど
も
を

守
り
、
育
て
る
た
め
に
大
切
な

こ
と
で
す
。
で
は
、
こ
れ
日
常

生
活
で
ど
の
よ
う
な
場
合
に
当

て
は
ま
る
で
し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
子
ど
も
と
一
緒
に

道
を
歩
く
と
き
、
▽
車
道
側
を

大
人
が
歩
く
▽
子
ど
も
の
手
を

つ
な
ぐ
▽
大
人
の
影
に
歩
か
せ
、

日
ざ
し
を
避
け
る
―
な
ど
の
行

為
は
、
子
ど
も
の
そ
ば
に
い
て

で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
表

情
や
し
ぐ
さ
か
ら
気
持
ち
や
体

調
の
変
化
に
も
気
づ
き
、
子
ど

も
は
自
分
が
大
切
に
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
子
ど
も
の

そ
ば
に
寄
り
添
う
こ
と
』
は
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ

ば
に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
▽
公

共
の
場
で
の
過
ご
し
か
た
▽
他

人
と
の
上
手
な
関
わ
り
か
た
▽

物
の
扱
い
か
た
―
な
ど
、
最
低

限
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
は
様
々
な
経
験
を
通

じ
て
、
考
え
て
行
動
す
る
こ
と

や
他
人
と
上
手
に
関
わ
る
こ
と

な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、『
子

ど
も
を
守
る
』
と
い
う
こ
と
は
、

親
な
ど
が
実
際
に
行
動
で
示
し

た
り
、
言
い
聞
か
せ
た
り
、
経

験
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
も
子
ど
も
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、
大
切
な
こ
と
を
た

く
さ
ん
伝
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

問
キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
79
・
３
７
８
８

　

10
月
の
中
旬
、
夜
７
時
ご
ろ

に
南
の
高
い
空
を
見
上
げ
る
と
、

夏
の
大
三
角
形
の
一
つ
、
わ
し

座
の
ア
ル
タ
イ
ル
の
左
隣
に
小

さ
く
て
目
立
た
な
い
星
座 

「
い

る
か
座
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
「
い
る
か
」、
ギ
リ
シ

ア
神
話
上
で
は
海
の
神
ポ
セ
イ

ド
ン
の
使
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
は
南
を
向
い
て
見
上
げ
た

夏
の
大
三
角
形
と「
い
る
か
座
」

で
す
。
星
座
の
形
の
骨
組
み
と

な
る
５
つ
の
星
は
、
す
べ
て
４

等
星
よ
り
暗
い
の
で
す
が
、
そ

の
並
び
を
見
つ
め
れ
ば
、
な
る

ほ
ど 

「
い
る
か
」
に
見
え
る

は
ず
で
す
。

　
「
い
る
か
座
」
は
一
度
見
つ

け
る
と
忘
れ
ら
れ
な
い
、
か
わ

い
い
星
座
で
す
。
み
な
さ
ん
も

探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
忘
れ
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

よ
。 

　

『
子
ど
も
を
守
る
』
と
い
う
こ
と

空

「いるか座」を見つけよう

県立大学西はりま天文台
講師　圓谷文明 

【応募方法】はがき、または FAX・メールで住
所、お名前、年齢、電話番号、答えを記入し
役場広報室まで送ってください。正解者の中
から抽選で３人のかたに景品を送ります。

　いるか座の左隣には、これまた地味な星座
があります。それは・・・ 
　①ペガスス座　 ②わしだ！   ③こうま座 

天 文 ク イ ズ

いるか座と夏の大三角形

ママプラザ
だより

いるか座
　↓

拡大図

夏の
大三角形

アルタイル

町
に
関
す
る
記
事
は
別
で
保
存

全
国
紙
な
ど
９
紙
が
閲
覧
可
能
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★１歳６カ月児健診
　（平成23年２月～平成23年３月生まれ）
　　10月16日㊋　午後１時00分～
★ヨチヨチ健康相談（平成23年10月生まれ）
　　10月19日㊎　午後１時30分～
★４カ月児健診（平成24年６月生まれ）
　　10月22日㊊　午後１時30分～
★すくすく離乳食教室
　  11月１日㊍　午前10時～（平成24年４月生まれ）
★０歳児クラス（２カ月～１歳未満）
　　11 月５日㊊ 
　　２カ月～６カ月児　   午前10時30分～正午
　　７カ月～１歳未満児   午前10時～午前11時30分
★すてきなママになるための教室（妊婦）　　　　
　　11月５日㊊　午前10時～
　  　いずれも場所はさよう子育て支援センター

　
　
　
　実りの秋を迎えました。食欲の秋の到来で
すね。秋には、新米やサンマ、柿、栗、さつ
まいも、きのこなど豊富な食材を使った料理
が食卓に並びます。
　中でも、にんじんや大根、ごぼうなどの根
菜やいも、きのこ類は、摂取することで体の
免疫力を高め、かぜの予防や便秘予防などに
役立ちます。食生活の変化によって、肥満や
生活習慣病に悩まされる人が増加しています。
秋に採れる栄養たっぷりの食材をふんだんに
使った料理で食生活を改善してみませんか。

◉根菜やいも、きのこ類は食物繊維とミネラ
　ルが豊富

　根菜やいも、きのこ類には、食物繊維が多く、
腸の調子を整えて便秘予防や肥満など生活習
慣病予防に役立ちます。また、ミネラルも多
く体全体の調子も整えます。

◉ヌルヌルも大切な栄養成分
　里いもや山いも、なめこなどにあるヌルヌ
ルとした成分は、胃の粘膜を保護し、たんぱ
く質の消化を助けます。
　そのほか、大根やれんこん、いも類にはビ
タミンＣや利尿作用のある「カリウム」がた
くさん含まれています。きのこ類にはビタミ
ンＢ群やうま味成分が豊富に含まれているの
で、積極的に料理に取り入れましょう。

　
　喫煙者なら、どなたでも禁煙に失敗した経験
があるでしょう。禁煙を知ることが成功への近
道になります。

◉二つの依存（身体的な依存と心理的な依存）
　『目覚めの一服』。朝起きてすぐにタバコを吸
う人は、タバコへの依存度が高い人です。禁煙
が難しいのは、体がニコチンに依存した状態だ
からです。これを身体的な依存といいます。
　もう一つは心理的な依存です。日々の喫煙が
習慣となり、タバコがないと不安な状態におち
いります。

◉二つの依存からの脱出するために
　禁煙には、この二つの依存から抜け出すこと

が必要です。身体的な依存の解消には、禁煙外
来やグッズを活用しましょう。また心理的依存
の解消には、吸いたい気持ちを抑えることです。
この気持ちは三分間しか続きません。飲み物や
深呼吸、軽い運動などで乗り切りましょう。

◉禁煙の効果はすぐに現れます
　禁煙すると、体にすぐ効果が現れます。3 か
月後には心機能・肺機能が改善し、1 年後には
冠動脈心疾患のリスクが半減します。禁煙期間
が長くなれば、効果も大きくなります。
　禁煙した人からは、▽肌のツヤが戻った▽食
事がおいしい▽頭がスッキリする―などの声を
聞きます。禁煙は良いことばかり。喫煙者の皆
さん、禁煙で健康な体を取り戻しませんか。

赤ちゃんとママの行事行事カレンダー

「禁煙を知ること」が成功への近道

Health Information 　

こんにちは保健師です　　　　　　 栄養士の食育メモ

■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　10月10日㊌　25日㊍
　午後１時30分～午後３時30分
　場所：町保健センター
■もの忘れ健康相談（要予約）
　10月27日㊏　午後１時30分～午後５時 
　場所：町保健センター
■こころのケア相談日（要予約）
　11月８日㊍　午後１時～午後３時 
　場所：町保健センター
　担当医：赤穂仁泉病院　深井院長 

問健康福祉課 健康増進室　☎８７－８０２０

■こころのケア相談日（要予約）
■若者の心と体の相談（要予約）
　11月２日㊎　午後１時～午後２時
　場所：龍野健康福祉事務所

問龍野健康福祉事務所
　☎０７９１（６３）５１４２

　母子健康手帳が必要なかたは、事前に次へ
連絡してからお越しください。

母子健康手帳の交付

問上月保健福祉センター　☎８７－８０２０

問健康福祉課健康増進室　☎８７－８０２０

　不妊の悩みから治療の方法や内容をはじめ、
習慣性流産、不育症、男性不妊など、妊娠に関
する疑問や不安を気軽にご相談ください。専門
知識を持つ医師や助産師が丁寧にお応えしま
す。相談は無料。相談内容は必ず守られます。

電話相談
■電話番号　０７８－３６０－１３８８
■時間　午前 10 時～午後４時　
■相談日　毎月第１、３土曜日
面接相談（完全予約制）

■予約電話番号　０７８－３６２－３２５０
　（※相談３日前までにご予約ください）
■時間　午後２時～午後５時　
■相談日　毎月第２土曜日（助産師）、第４土
　曜日（医師）
■相談場所　県立男女共同参画センター
　（神戸市中央区東川崎町１－１－３）

妊娠に関する疑問や不安を気軽に相談

妊娠総合相談を開設

問さよう子育て支援センター　☎８２－０３４１

根菜やいも、きのこ類をもっと食卓に

■対象者
　町内に住み、次のいずれかに該当するかた
　・65 歳以上のかた
　・60 歳以上 65 歳未満で、心臓、じん臓、　
　　呼吸器の機能、またはヒト免疫不全ウイル
　　スによる免疫の機能において自己の日常生
　　活が極度に制限される障がいのあるかた
■接種期間
　11 月１日㊍から平成 25 年１月 31 日㊍
■助成対象となる医療機関
　町内の医療機関
　※ただし、町外の医療機関で接種希望のかた
　は、事前に役場窓口で申請すると助成を受け
　ることができる場合があります。
■自己負担金
　1,000 円（ただし、接種期間中、１回の接種
のみの負担金です）
　※生活保護を受給している対象者は無料です

65 歳以上のかたなどが対象

インフルエンザ予防接種に助成

問町保健センター　☎８２－２０７９
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【初級者向け年賀状講座】
■ 日 時　11 月 22 日 ㊍、27
　日㊋、29 日㊍
■申込期限　11 月８日㊍
■開催時間　
　午後７時 30 分から２時間
■開催場所　上月文化会館
■受講料　2,000 円程度
■募集人数　先着 10 人
問上月支所地域振興室
　☎８６－１２１０   

　ボランティアグループ「パ
ソコンで遊ぼう」では、スタッ
フを募集しています。現在
10 人が毎月１～２回の相談
室や講座などを開催。地域の
イベントにも参加しています。
勉強にもなりますので、ぜひ
一緒に活動してみませんか。

「パソコンで遊ぼう」ブログ
http：//pcasobo.exblog.jp/
問上月支所 地域振興室
　☎８６－１２１０

 
　自分の山の雑木林でも、森
林を伐採するときは、伐採の
30 日前までに届け出が義務
付けられています。届出様式
など、くわしくは次へお問い
合わせください。
問農林振興課農林土木整備室
　☎８２－０６６７

　　

■日時　10 月 20 日㊏、21 日㊐
　 午前 10 時～午後４時　
　※ 21 日は午後３時まで
■場所　姫路少年刑務所
■内容　刑務所作業製品の展
示即売、施設見学など
問姫路刑務所
　☎０７９－２９３－４１３３

■開催日　10 月 17 日㊌
　午後１時～４時
　※相談時間は、一組 30 分。
■場所　第２庁舎会議室
■申込方法　電話で申し込み
　ください（事前予約制）
■募集人数　先着６組
問総務課 総務人事室
　☎８２－２５４９

　上水道と井戸水や山水など
との配管接続は、法律によっ
て禁止されています（※バル
ブで切り換えて使用する状態
も含む）。　
　上水道と井戸水などとの接
続は、水道管への逆流など、
水質汚染につながります。該
当するご家庭や事業所は、早
急に改善してください。
　また、この状態を放置して
おくと、水道本管への流入だ
けでなく、大量の水道水が井
戸などに流れ込んで思わぬ水

道料金の請求につながりま
す。この場合、水道料金の免
除や減額措置はありません。
ご注意ください。
問上下水道課
　☎８６－１２１２

　
　個人の白色申告者のうち、
前々年分、あるいは前年分の
事業所得、不動産所得、山林
所得の合計額が 300 万円を
超えるかたには、記帳と帳簿
書類の保存が必要でした。
　平成 26 年１月から、これ
らの所得発生に関わる業務を
行うすべてのかた（所得税の
申告の必要がないかたを含
む）も同様に必要となります。
くわしくは、次へお問い合わ
せください。
問相生税務署
　☎０７９１－２３－０２３１

　町、龍野健康福祉事務所な
どでは、毎年正月短期里子事
業を実施しています。子ども
たちが、温かい家庭の正月を
体験できるよう、ボランティ
アとして里親を希望される場
合は、ご連絡ください。
■実施期間
　12 月 28 日㊎～１月４日㊎
■申込締切　
　10 月 23 日㊋
■申し込み・お問い合わせ
　健康福祉課社会福祉推進室
　☎８２－０６６１

お誕生おめでとう
８月16日から９月15日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます
８月16日から９月15日届出分　敬称略９月15日現在（　）内は前月比

人のうごき

　人　口　１９，３８３人（△２１）
　　　    　男 　９，２９２人 （△９）
　　　    　女 １０，０９１人 （△１２）
　世帯数　　７，１４１戸（３）

　８月中の移動
      出生１１人　死亡 １６人
      転入２８人　転出 ４４人

      名　前  　   保護者     自治会

　塔向珀
は の ん

音　　正典　 上町

　 山結
ゆ い か

花　　剛洋　 川原町

　福盛美
み れ い

怜　　拓也　 栄町

　大内玲
れ ん

文　　良太　 大坪

　衣畑朔
さ く

玖　　公彦　 山脇

　佐々木暖
は る と

心　忍　　 才金

　槙本蓮
れ ん と

音　　浩人　 中上月

　田冨穂
ほ の か

華　　真哉　 大酒

　橋本ひより　公伸　 中三河

　鞍田風
ふ う か

花　　昌広　 三日月下

■ちょうみんカレンダー
月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間

10/11 木   高年大学南光教室   館外研修
14 日   幕山ふれあいまつり  13㌻をご覧ください
16 火   高年大学三日月教室   館外研修

17 水
  行政相談

  平福地域づくりセンター    9:00 ～ 11:00 
  三河ふれあいセンター  13:00 ～ 15:00

  高年大学上月教室   館外研修
18 木   高年大学佐用教室   館外研修  
21 日   上月城祭り  13㌻をご覧ください
30 火   さよう文化祭（11/4 まで） 12㌻をご覧ください

11/3 土   遊歩道散策と皆田和紙体験  16㌻をご覧ください
４ 日   大収穫祭・智頭線駅祭り  13㌻をご覧ください

10 月上旬～ 11 月上旬

       名　前      年齢     自治会
　平田　茂　　83　　柴谷
　盛本靖子　　69　　西山
　日髙啓輔　　76　　山王
　田邉美榮子　73　　口金近
　古和すま　　95　　朝陽ヶ丘荘
　盛﨑みさ子　97　　福吉
　高見文一　　81　　久崎
　坂口晴美　　74　　下秋里
　永𠮷静雄　　82　　大酒
　藤本博明　　76　　下徳久下
　松尾文雄　　58　　西市
　西川松惠　　90　　久保

◆
冒
頭
（
２
～
５
㌻
）
で
ご

紹
介
し
た
『
振
り
込
め
詐
欺
』。

お
か
し
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

犯
人
は
だ
れ
も
が
持
つ
人
の

弱
み
に
付
け
込
ん
で
き
ま
す
。

取
材
先
で
「
だ
ま
さ
れ
た
人

は
相
手
を
信
用
し
き
っ
て
い

る
の
で
、
詐
欺
だ
と
説
得
し

て
も
な
か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
な
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
◆

振
り
込
め
詐
欺
に
限
ら
ず
、

様
々
な
手
口
で
相
手
を
だ
ま

し
、
金
銭
を
要
求
す
る
犯
罪

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
特
に

高
齢
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の

か
た
を
狙
う
ケ
ー
ス
が
相
次

い
で
い
ま
す
。
◆
も
し
、
怪

し
い
電
話
や
不
審
な
こ
と
が

あ
れ
ば
自
分
で
判
断
せ
ず
に
、

ま
ず
は
町
消
費
生
活
相
談
セ

ン
タ
ー
や
佐
用
警
察
署
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
Ⓕ

佐用チャンネル
放送更新日 　19日㊎

10月５日㊎

▼
募
集                           

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

▼
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
お
知
ら
せ
　

今月の納税相談日

10月25日㊍

Information

問税務課 収納管理室
　☎８２－０６６２

■受付時間
　午前８時 30 分～午後５時
■受付場所　役場本庁税務課
　災害・盗難・疾病・失業
や廃業などで納期限までに
町税が納められない場合は、
納税相談に応じます。

　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　

   

▼ 

お
知
ら
せ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

▼
募
集

国民健康保険税（普通徴収）・
介護保険料 ( 普通徴収 )・
後期高齢者医療保険料

（普通徴収）第４期分

納期限 10月31日水

問住民課 年金・保険室
　☎８２－０６６０

▼
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

▼
お
知
ら
せ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

▼
お
知
ら
せ                  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今月の納税

町県民税（普通徴収）
第３期分

納期限 10月31日水
口座振替日は 10 月 31 日㊌

問税務課 町税対策室
　☎８２－０６６２

口座振替日は 10 月 31 日㊌

▼
お
知
ら
せ                

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お越しください

第 26 回姫路矯正展

お気軽にご相談ください

無料法律相談を開催

上水道と井戸水などとの
配管接続は禁止

税申告の記帳・帳簿など保存

対象者を拡大します

ご協力ください

正月短期里親を募集

年賀状を作ろう

パソコン教室受講生募集

ボランティア「パソコンで遊ぼう」

スタッフ募集

森林を伐採するときは
事前に届け出が必要です

兵庫県
最低賃金（時間額） 749円

10月1日から



合
唱
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
合
唱
団
が
歌
う
の
は
、『
童

謡
』。
現
在
は
、
大
正
、
昭
和

の
詩
人
・
金
子
み
す
ず
の
詩
を

音
に
乗
せ
て
歌
っ
て
い
ま
す
。

　
「
た
だ
歌
う
だ
け
で
な
く
、

詩
の
意
味
も
教
え
て
い
ま
す
。

詩
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
た
ち
に
歌
本
来
の
美
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
か
ら
」
と
西
岡

さ
ん
。
練
習
は
月
に
２
回
。
幼

児
か
ら
小
学
生
と
親
な
ど
10
人

が
参
加
。
11
月
の
文
化
祭
や
音

楽
祭
に
向
け
て
、
練
習
に
も
力

が
入
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
で
は
５
合
唱
団

が
活
動
を
展
開
。
そ
の
う
ち
、

西
岡
さ
ん
は
同
合
唱
団
の
ほ
か

に
、
女
性
合
唱
団
「
沙さ

ら羅
」
と

「
Ｐピ

ュ

ア

ｕ
ｒ
ｅ
」
も
指
揮
し
ま
す
。

　
「
ど
れ
も
長
年
育
ん
で
き
た

大
切
な
合
唱
団
。
こ
こ
ま
で
続

け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
伴
奏
者

を
は
じ
め
多
く
の
人
の
お
か
げ
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
た
め

に
も
、
後
を
継
ぐ
指
揮
者
が
教

え
子
か
ら
出
て
き
て
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
」
と
西
岡
さ
ん
。

「
で
も
、
そ
れ
ま
で
は
頑
張
ら

な
い
と
ね
」。
優
し
い
笑
み
で

ほ
ほ
え
む
西
岡
さ
ん
は
、
今
日

も
元
気
に
声
を
張
り
上
げ
ま
す
。

VOl.4

合
唱
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
て
い
き
た
い

西
岡
美
沙
子
さ
ん
（
三
日
月
上
）

「合唱はみんなで合わせることが大切。時には厳しく指導するとき
もありますよ」と西岡さん。でも、優しい笑顔は絶やしません。

　　

　

三
日
月
上
集
落
に
あ
る
明
光

寺
。
お
寺
か
ら
聴
こ
え
て
く
る

の
は
お
経
で
は
な
く
、
親
子
が

奏
で
る
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
。

「
も
っ
と
声
を
響
か
せ
て
」。
ひ

か
り
の
さ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
合
唱

団
を
指
揮
す
る
西
岡
美
沙
子
さ

ん
（
三
日
月
上
）
は
、
そ
の
歌

声
に
負
け
な
い
大
き
な
声
で
団

員
の
指
導
に
あ
た
り
ま
す
。

　

西
岡
さ
ん
は
元
・
小
中
学
校

の
教
師
。
利
神
中
学
校
石
井
分

校
で
教
壇
に
立
っ
て
い
た
当
時
、

赤
穂
市
の
小
学
校
で
行
わ
れ
た

作
曲
家
・
湯
山
昭
さ
ん
の
指
揮

す
る
合
唱
を
聴
き
、
合
唱
の
魅

力
に
引
か
れ
て
い
っ
た
と
い
い

ま
す
。

　
「
町
の
子
ど
も
た
ち
に
も
合

唱
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い

き
た
い
」。
そ
ん
な
思
い
に
か

ら
れ
、
平
成
６
年
に
同
合
唱
団

を
結
成
。
多
い
時
に
は
30
人
ほ

ど
の
子
ど
も
た
ち
が
集
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
小
子
化
の
影
響

な
ど
に
よ
っ
て
団
員
は
年
々
減

少
。
今
年
４
月
か
ら
、
親
子
で

父　 正士さん　　母 　裕香子さん  　 ―  下三河  ―

　毎日ケンカもするけれど、お互いに思いあえる仲
良しきょうだいです。大きくなったら、秀斗は野球
選手に、玲央はサッカー選手になります。

小嶋秀
し ゅ う と

斗くん   
(平成18年８月５日生）

広
報

さ
よ

う
　

平
成

24年
10月

号
「

広
報

さ
よ

う
」

は
、環

境
に

や
さ

し
い

ソ
イ

（
大

豆
油

）
イ

ン
キ

と
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
　

今
月

号
の

印
刷

費
は

、１
部

約
30

円
で

す
。

■
 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://w

w
w

.tow
n.sayo.lg.jp

■
E

ﾒｰﾙ koho@
tow

n.sayo.lg.jp

 小嶋玲
れ お

央くん   
(平成21年４月13日生）

（左から）玲央くんと秀斗くん


